
STYLE BOOK 2016 WINTER

気分で選ぶ、着こなしのヒント

再始動した話題のプロジェクトに迫るMIZUNO CREATION × SHIPS1

雑誌『VERY』が 今、30代女性に刺さるワケ「基盤のある女性は、強く、優しく、美しい」2

話題の“泊まれる本屋”で、至福のおこもりタイムを。本とくつろぎ服で過ごす、冬時間。3

大切な人の暮らしを彩る、SHIPS Daysのクリスマスギフト4

旬のファーアイテム、一気見せ ! Fur Collection BEST 25!5
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シップスにまつわるヒト・モノ・コト

みんながときめく、冬がきた



2この記事は www.shipsmag.jp から抜粋してまとめたものです。
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3 SHIPS Days

最近、ずっと働き詰めだったから、
今日だけは誰にも邪魔されず、買っ
て読まずに置いてあった新刊を読
みふけりたい。いつもは自宅のコー
ヒーメーカーで作ったコーヒーで
一日を始めているけど、今日はちょっ
とだけ遠出して、朝の光が気持ちよ
く差し込むコーヒースタンドへ行く
としよう。そういえば、新刊を読む
前に目を通した書評でも、主人公
はコーヒーをこよなく愛する、ネコ
好きの働き者だったような。

楽しみにしていた本の主人
公にシンパシーを感じる休
日の朝

セーター ¥17,500(+tax)／HARL
EY, ニットパンツ ¥15,500(+tax)
／STAMP AND DIARY, ブーツ
¥21,000(+tax)／Amb, ニットキャ
ップ ¥7,900(+tax)／iliann lobe, 
バッグ ¥22,000(+tax)／TAMPI
CO

SHIPS MEN4
イタリアから見た英国風が
いまの気分

7”レコードをディグる週末

クリスマスプレゼントでもらったボ
ルドーカラーのタイ。いろいろと合
わせてみたけれど、やっぱりブラウ
ン系のアイテムと相性がいいのは明
らか。もともとはイタリア系が好き
なんだけど、最近はそこにイギリス
の感覚をプラスするのが楽しい。ラ
ベンハムのジャケットはそんな気分
を盛り上げてくれる格好のアイテム。
正統派なのに堅苦しくない、大事な
ミーティングもこれで問題なさそう。
今日の仕事のあとは彼女とのデー
ト。タイが似合っているところも見
せないとね。

コート ¥59,000(+tax)／LAVENH
AM, スーツ ¥135,000(+tax)／LARD
INI, シャツ ¥20,000(+tax)／GUY RO
VER, ネクタイ ¥18,000(+tax)／Ni
cky, シューズ ¥111,000(+tax)／
CROCKETT ＆ JONES for SHI
PS, マフラー ¥6,500(+tax)／GIL
BERT WILSON OF HAWICK for 
SHIPS, グローブ ¥49,000(+tax)
／DENTS, バッグ ¥45,000(+tax)
／jmc

7インチに手を出したら末期だと先
輩に言われていたけど、その意味が
わかってしまった今日この頃。中古
レコード屋に行っても、まずは7イン
チコーナーから掘り始める始末。し
かも、レア盤が多いから出費も増え
るし…。だから、洋服はいつもほぼ
このスタイルで固定。ラクでシルエッ
トもきれいなガウチョパンツは自分
のトレードマークになりつつある。
キャップはよく行くJAZZY SPORT
とDecades Hat Co. のWネーム。
今日もいい収穫があったから、早く
家に帰って思いっきり音を楽しみた
いところ。

ボアシャツ ¥41,000(+tax)／Adsum, 
フーディ ¥27,700(+tax)／Adsum, 
ガウチョパンツ ¥10,000(+tax)／
SHIPS JET BLUE, ソックス ¥2,00
0(+tax)／Whimsysocks, チャッカ
ブーツ ¥28,000(+tax)／PUNTO 
PIGRO, キャップ ¥6,000(+tax)／
Decades Hat Co. × JAZZY SP
ORT, サコッシュ ¥12,500(+tax)／
Hombre Niño

SHIPS JET BLUE5 SHIPS WOMEN2
わたし的パワースポット巡り
で身も心もとことん開放的に！

SHIPS MEN1

今日はとことん自分のために時間
を使うと決めた。朝から仲良しのヘ
アサロンへ行き愚痴を聞いてもら
いつつ、ヘアカラー＆ヘッドマッサー
ジ。その後、近くのスパで120分の
ボディトリートメントのコースを受
ける。遅めのランチを済ませたら、
とある巨匠が撮影したというヌード
の写真展へ。その美術館はもとも
と凄く好きな場所だったから、ちょっ
と遠いけど久しぶりに行ってみるこ
とに。最近働き詰めでお疲れ気味
だったけど、歩みを進めるごとにな
んだか内側からエネルギーが湧い
てくる感じっていうのかな。今日は
わたし的パワースポットを回れた
気がする。

チェスターコート ¥87,000(+tax)
／MAISON FLANEUR, デニムジャ
ケット ¥28,000(+tax)／upper hig
hts, ベロアスカート ¥40,000(+tax)
／Mes Demoiselles, ショートブー
ツ ¥86,000(+tax)／ALUMNAE, 
ピアス ¥9,000(+tax)／La Soeur, 
バッグ ¥23,000(+tax)／manipuri

コート ¥118,000(+tax)／LARDI
NI, スーツ ¥125,000(+tax)／Va
lditaro, タートルネックセーター
¥32,000(+tax)／JOHN SMED
LEY, シューズ ¥68,000(+tax)／
Tricker's, ハット ¥22,000(+tax)
／A n t h o n y  P e t o ,  マフラー
¥15,000(+tax)／SHIPS, グローブ
¥49,000(+tax)／DENTS

冬になるとブリティッシュを気取り
たくなる。春夏秋冬でスタイルが
変わるのはブレてると言われるかも
しれないけれど、四季があるからこ
そできる技だと思っている。そして
今シーズン、つい一目惚れしてしまっ
たのがこのモダンシルエットのトレ
ンチコート。昨年からブリティッシュ
トラッドがトレンドだけれど、ベーシッ
ク直球じゃつまらない。あくまでも
英国 “風 ”でありながら、シルエット
は今どき。ハットやストールは、深
いオリーブカラーで全体的にシック
な雰囲気に。そして今日は知り合
いの飲食店のオープニングパーティ。
長い夜になりそう。

冬の夜、英国テイストをプ
ラスして歩く
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SHIPS WOMEN9
ウィンドウに飾られたコート
によって、思わぬ小物がこ
の冬、大活躍の兆し

言うまでもなく今日の主役はクラ
シックなチェックのステンカラーコー
ト。前ボタンをきちんと閉めて着る
と、ちょっとだけコクーンっぽいシ
ルエットになって優しくソフトな印
象に。そこに去年までは、いまいち
ピンと来てなかったベレー帽をプ
ラスして。新しいアイテムをワード
ローブに加えることで、今までは目
に留めていなかったアイテムに急に
スポットライトが当たる感覚、なん
だかちょっぴり得した気分♪

コート ¥50,000(+tax)／SHIPS, 
デニムパンツ ¥23,000(+tax)／
upper  h ights ,  ショートブーツ
¥86,000(+tax)／ALUMNEA, ベ
レー帽 ¥5,000(+tax)／SHIPS, ピ
アス ¥8,000(+tax)／STALACTI
TE, バッグ ¥30,000(+tax)／IAC
UCCI

あの映画のヒロインが少し大
人になったバイカラーコーデ

SHIPS Days11
クリアな空気を感じながら、
いつものスーパーへ

liflattie ships8
「私の冬スタイル」に欠かせ
ないアイコニックなコートを
まとって

ちょっとだけゆとりがあって、どこか
懐かしさ漂う。私が思い描く、アイ
コニックなチェスターコート。なか
なかいいものに巡り会えなくて、い
つも寒くなってから慌てて買ってる
けど、今回は寒くなる前に手に入
れられた。絶妙な大きさのラペル
に肩の落ち具合、ひざに掛かるか
掛からないか程度の着丈。上から
下までパーフェクトな一枚。この冬
はちょっとアクティブに、ニットキャッ
プとスニーカーを合わせて。

チェスターコート ¥27,000(+tax)
／ l i f l a t t i e  s h i p s ,  セーター
¥13,000(+tax)／liflattie ships,
スカート ¥14,800(+tax)／liflatt
ie ships, ソックス ¥1,800(+tax)
／ l i f l a t t i e  sh ips ,  スニーカー
¥13,800(+tax)／NEW BALAN
CE, ニットキャップ ¥4,500(+tax)
／HIGHLAND 2000

SHIPS JET BLUE7
低音の沼から宇宙へ飛んで
いく感覚が好き

とにかくぶっといベース音がかかっ
たら、スピーカーの前は渡さない。
リバーブのかかったドラム、どこに
連れて行かれるかわからない奇抜
なサンプリングが絡み合えば真っ
暗な宇宙にひとっ飛び。だから、
VJよりもライティングで盛り上げる
ハコのほうがいい。そんなタフなサ
ウンドにフライトジャケットは欠か
せない。タイトな気分でいたいから
パンツはいつもスキニー。イエロー
のキャップは自分のアイコン。スピー
カーの前にイエローキャップが見
えたら間違いなくオレ。最近はDJ
もするけれど、いつまでも熱心な客
でいたいと思う。それがクラブを愛
する者のマナーだよ。

フライトジャケット ¥92,000(+tax)／
HAUD, セーター ¥10,000(+tax)
／SHIPS JET BLUE, スキニーパ
ンツ ¥8,500(+tax)／Örjan And
ersson, ブーツ ¥50,000(+tax)／
wanna maria fiori, コーデュロイ
キャップ ¥2,700(+tax)／SHIPS 
JET BLUE

Khaju6
ルーズ×ルーズが今っぽい！
ときにはトレンド100％を楽
しんで

最近、まわりでも話題になっている
リラックスコーデ。確かに、ランジェ
リーとかもノンワイヤーで高機能な
ものが続々と発売されたり、女性
ファッション自体が「そういうムー
ド」に傾倒して行っているのかも。
今までだったらユルめのトップスに
は、細めだったり、コンパクトなボト
ムを合わせがちだったけど、上下と
もにオーバーサイズで裾を引きずっ
ちゃうくらいルーズなシルエットが
今っぽい。女友達とも丁度そんな
話をしてたところだったから、今日
のランチに早速実践してみよっと♪
ハットやバッグ、ストラップシューズ
と、きちんと感のある小物で引き締
めたのがポイント！

ニットカーディガン ¥32,000(+tax)
／CLANE,  2wayリブセーター
¥7,500(+tax)／Khaju, ワイドデ
ニムパンツ ¥41,000(+tax)／AA
LTO, パンプス ¥16,500(+tax)
／Bisue, ハット ¥6.900(+tax)
／Benelli Montacone, ピアス
¥6,000(+tax)／Serefine, ストー
ル ¥7,900(+tax)／TWEEDMILL, 
バッグ ¥8,500(+tax)／Khaju

photo : Kenichi Yamaguchi  text : Eizabro Tomiyama, Wakako Matsukura
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Khaju12 liflattie ships10
ちょっと尖ったワントーンコー
デで新しい自分を開拓！

ボルドー×ブラックって、なんだか
大人の組み合わせ。どちらもダーク
トーンで一歩間違うと地味になり
がちだから、なかなかピックアップ
することがなかったけど、大振りな
グレンチェックのミニスカートがそ
の先入観を払拭してくれた。存在
感のあるチェック柄を挟むことで、
トラッドだけどメリハリのある着こ
なしを実現。映画「LEON」のマチ
ルダを意識して羽織った、リバーシ
ブルのMA-1で、ちょっぴりクール
に！

リバーシブルブルゾン ¥21,000(+tax)
／KIFFE, リブセーター ¥9,000(+ta
x)／Khaju, スカート ¥13,800(+tax)
／Khaju, ブーツ ¥16,000(+tax)／
gaimo, ニットキャップ ¥9,800(+tax)
／Benelli Montacone, ブレスレット
¥6,000(+tax)／AMORETT

寒いのは苦手だけど、空気が張り
詰めた冬の雰囲気は好き。これか
ら近くのオーガニックスーパーまで
買い出しへ。この季節はダウンジャ
ケットとニットキャップが欠かせない。
首もとまでしっかり隠れるし、いか
にもなデザインじゃないところも一
目惚れの理由。アースカラーでまと
めてシンプルに。長く愛用できるも
のがモノ選びの基準なんだ。吐く
息の白さに気分が落ち込みそうに
なるけど、いつもの道を歩く。この
街にもあと数ヶ月すればまた春がやっ
てくる。そう思えば冬も愛おしい。

ダウンジャケット ¥35,000(+tax)／
SHIPS Days, セーター ¥28,000(+t
ax)／BATONER, パンツ ¥7,400(
+tax)／SHIPS Days,  シューズ
¥20,000(+tax)／Amb, ニットキャ
ップ ¥4,320(+tax)／SHIPS Days, 
バッグ ¥13,000(+tax)／MYSTE
RY RANCH

モコモコで暖かいニットに、落ち感
がきれいなパンツを合わせて。ブラ
ウンとグレーという中間色って、い
つもは脇役になりがちだけど、今日
は思いっきり主役としてスタイリン
グ。ポイントは首にぐるぐる巻きに
した大判のストール。素朴な雰囲
気を備えてるけど、どんなスタイリ
ングにもアクセントになってくれる
から重宝しているんだ。野暮ったさ
も、異素材ミックスで払拭して。

ハイネックプルオーバー ¥8,300(+t
ax)／ l i f lat t ie  sh ips,  ブラウス
¥29,000(+tax)／enrica,  パン
ツ ¥14,800(+tax)／liflattie sh
ips, ソックス ¥1,800(+tax)／ l i
f latt ie ships, スリッパサンダル
¥13,800(+tax)／MOHI, ストール
¥32,000(+tax)／Faliero Sarti
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し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ま
だ
ま

だ
珍
し
く
て
注
目
度
も
今
ほ
ど
高
く
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
よ
ね
。

T
「
そ
う
で
す
ね
。
で
も
ミ
ズ
ノ
さ
ん
と

思
考
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
な
か
で
、
多
分
こ
う
い
う
も
の
が
、
今

後
シ
ー
ン
で
も
主
軸
に
な
っ
て
い
く
ん
だ

ろ
う
な
、
と
は
な
ん
と
な
く
肌
で
感
じ
て

い
た
ん
で
す
よ
。
そ
ん
な
な
か
で
、
当
時

の
自
分
と
し
て
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
機

能
を
う
ま
く
合
わ
せ
て
、
み
ん
な
が
あ
ん

ま
り
見
た
こ
と
の
な
い
、
新
し
い
切
り
口

を
、
ど
ん
ど
ん
見
せ
て
い
く
ほ
う
が
面
白

い
な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
、

結
構
突
飛
な
デ
ザ
イ
ン
も
い
ろ
い
ろ
と

や
っ
て
い
た
ん
で
す
。
で
も
逆
に
そ
れ
が

面
白
が
ら
れ
た
部
分
も
大
き
か
っ
た
で
す

し
、
幸
い
に
も
先
駆
的
な
存
在
と
し
て
見

ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
満
員
電
車
で

着
て
も
快
適
に
過
ご
せ
ま
す
」

―
―
確
か
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
的
な
注
目

度
が
高
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
今
回
の
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
は
、
そ
れ
と
近
い
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
？

S
「
弊
社
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
と
し
て
は
、

ミ
ズ
ノ
さ
ん
の
機
能
素
材
を
効
果
的
に
使

用
し
た
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う
の
が
一

番
で
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
移
行
は
各
社
や
ら
れ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
機
能
は
そ

こ
ま
で
追
求
し
て
い
な
い
も
の
が
多
い
の

が
現
状
で
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
ミ
ズ

ノ
さ
ん
の
し
っ
か
り
と
し
た
機
能
性
を
良

い
意
味
で
生
か
し
た
も
の
を
作
り
た
か
っ

た
ん
で
す
。
あ
と
、
か
つ
て
の
ミ
ズ
ノ

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
が
や
っ
て
い
た
も
の
を
、

MIZUNO CREATION × SHIPS
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続
きは

ウェ
ブサイトで読めます！

2012年に惜しまれながら活動を休止した、ファッションとスポーツの融合を掲げた先鋭
的なブランド、「ミズノクリエイション」。実は、2016秋冬シーズンに、SHIPSとのエクスク
ルーシブプロジェクトとして復活したことをご存知だろうか？ 都市生活をサポートする機
能的でスタイリッシュなラインナップは、以前より格段と実用性が増し、それでいてファッショ
ン好きも納得できるデザイン性はしっかりと継承されている。同企画に携わる、デザイナー
の渡辺 拓氏、ミズノ株式会社 グローバルアパレルプロダクト本部の渡邊 雅彦氏、SHIPS

カジュアル部門MDの篠原 渉の３人に、このスペシャルな取り組みの意図とヴィジョンに
ついて語っていただいた。

再始動した話題のプロジェクトに迫る

p
hoto

 : K
enichi Yam
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uchi 
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ミズノ株式会社 グローバルアパレルプロダクト本部の渡邊
雅彦氏。デザイナーの渡辺氏と二人三脚でミズノクリエイ
ションを作り上げてきた企画担当者。今回も機能面の追
及に尽力している。

かつてのミズノクリエイション及び今回の企画のすべての
デザインを手がける渡辺 拓氏。ppcmのデザイナー等を
経て、多くのプロダクトデザインにも携わってきた経験豊富
なクリエイターだ。

SHIPS MDの篠原 渉。スポーツラインのSHIPS ACT（シッ
プス アクト）をはじめ様々なオリジナルプロジェクトに参画
している。ミズノ クリエイションの新たなブランドイメージ
を構築するのが、今回の企画の大きな目的の一つだ。

ゼ
ロ
に
す
る
の
で
は
な
く
て
、
ア
ー
カ
イ

ブ
と
い
う
か
過
去
の
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
と

繋
が
っ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
が
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

―
―
ア
ー
カ
イ
ブ
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
版
と

い
う
こ
と
で
す
か
？

S
「
そ
う
で
す
ね
。
か
つ
て
の
ブ
ラ
ン
ド

ら
し
さ
は
残
し
つ
つ
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
新
の
ミ

ズ
ノ
オ
リ
ジ
ナ
ル
素
材
で
機
能
面
を
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
さ
せ
た
の
が
特
徴
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
も
の
か
ら
、
ま
た
新
し
い

価
値
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
」

―
―
具
体
的
に
い
う
と
、
ど
の
よ
う
に

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

W
「
機
能
的
に
い
い
ま
す
と
、
秋
冬
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
す
の
で
保
温
性
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
ブ
レ
ス
サ
ー
モ
と
い
う
基
幹

素
材
を
使
用
し
て
い
る
の
が
大
き
な
特
徴

の
一
つ
で
す
ね
。
こ
れ
は
水
分
を
吸
収
し

て
熱
に
変
え
る
と
い
う
歴
史
の
あ
る
素
材

で
す
。
あ
と
新
し
い
素
材
と
し
て
は
、

テ
ッ
ク
フ
ィ
ル
と
い
う
人
工
綿
を
採
用
し

ま
し
た
。
ダ
ウ
ン
と
同
じ
よ
う
な
軽
さ
と

保
温
性
を
兼
ね
備
え
た
も
の
な
ん
で
す
が
、

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
綿
な
の
で
水
洗
い
が
で

き
る
ん
で
す
よ
。
通
常
そ
う
い
う
も
の
は
、

ど
う
し
て
も
硬
く
な
る
ん
で
す
が
、
こ
れ

は
ダ
ウ
ン
と
同
じ
よ
う
な
ふ
ん
わ
り
と
し

た
風
合
い
が
あ
り
ま
す
」

―
―
機
能
レ
ベ
ル
は
格
段
に
上
が
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
デ
ザ
イ
ン
面
で
は
、

ポ
イ
ン
ト
に
さ
れ
た
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

で
す
か
？

T「
か
つ
て
の
ミ
ズ
ノ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
融
合

を
先
鋭
的
に
や
る
と
い
う
使
命
感
が
あ
り

ま
し
た
し
、
常
に
ニ
ュ
ー
ス
的
な
も
の
を

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
な
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
そ
う
で
は
な
く
て
、SH

IPS

の

お
店
に
売
ら
れ
て
、
そ
こ
に
足
を
運
ぶ
お

客
様
た
ち
に
と
っ
て
実
用
的
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
面
で
も
、
ス

ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
の
作
っ
た
機
能
素
材
を

担
保
に
し
た
、
よ
り
信
頼
度
の
高
い
モ
ノ

づ
く
り
を
全
面
に
押
し
出
し
た
も
の
を
意

識
し
て
い
ま
す
。
タ
ウ
ン
ユ
ー
ス
、
都
市

生
活
で
ち
ゃ
ん
と
着
ら
れ
る
も
の
を
一
番

重
視
し
て
い
ま
す
ね
」

―
―
な
る
ほ
ど
。
都
市
生
活
に
合
う
理
想

的
な
機
能
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
難
し

い
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
あ
た
り
の
さ

じ
加
減
は
、
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
？

T
「
言
葉
で
言
い
表
す
の
は
非
常
に
難
し

い
ん
で
す
が
、
例
え
ば
こ
れ
を
着
て
山
に

行
こ
う
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
す
ね
。

らせん状のポリエステル繊維 “テックフィル ”を採用したジャケット＆パンツ。
見た目はスマートでもダウンに匹敵する保温性があり雨にも強い。洗濯機
で洗えるというのが、最大の魅力だ。ジャケット ¥38,000(+tax)／MIZU

NO CREATION exclusive by SHIPS, パンツ ¥21,000(+tax)／MIZ

UNO CREATION exclusive by SHIPS

PRODUCTS
16 FW MIZUNO CREATION exclusive for SHIPS 機能素材 “ブレスサーモ ”を採用し

たコート。汗をかいても水分を吸収
して熱に変換するため、薄手でも驚
くほど暖かい。膝丈設定でスーツの
上にも難なく合わせられる。コート
¥47,000(+tax) ／ MIZUNO CRE

ATION exclusive by SHIPS

無駄をそぎ落としたミニマルなデザ
インで仕上げたフーデッドジャケット。
こちらもブレスサーモ仕様で、袖口
は二重構造になっているため風の進
入も防ぐ。短丈でレイヤードにも取
り入れやすいため、1着あると何かと
重宝する。パーカ ¥45,000(+tax)
／ MIZUNO CREATION exclusi

ve by SHIPS

ブレスサーモ仕様のフリースパンツ。
切り替えを施したスタイリッシュな意
匠は、リラックスカジュアルのアクセ
ントとしても一役買ってくれる。ウエ
スト部分には便利なアジャスターを
装備。パンツ ¥22,000(+tax)／MI

ZUNO CREATION exclusive by 
SHIPS

重ね着に便利なフリースベストにも
ブレスサーモが採用された。フード
はジップで簡単に着脱できる。スタ
ンドカラーはコンパクトで、コートの
インナーとしても取り入れられる。ベ
スト ¥21,000(+tax) ／ MIZUNO 

CREATION exclusive by SHIPS
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そ
こ
ま
で
の
機
能
は
不
必
要
で
す
の
で
。

た
だ
、
自
分
は
、
か
つ
て
７
年
間
ミ
ズ
ノ

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
の
で
、
例
え
ば
ブ
レ
ス
サ
ー
モ
の
糸
を

使
っ
て
、
ど
の
ぐ
ら
い
な
ら
暑
く
な
り
過

ぎ
る
の
か
、
ま
た
は
効
果
が
な
い
の
か
、

い
ろ
い
ろ
と
学
ん
だ
部
分
は
あ
り
ま
す
。

そ
の
経
験
を
ベ
ー
ス
に
、
多
分
こ
れ
な
ら

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
電
車
に
乗
っ
て
も
汗
を

か
く
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
、
で
も
そ
の
ま

ま
外
に
出
て
も
寒
く
は
な
い
だ
ろ
、
と
い

う
…
。（
続
き
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
！
）
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読
者
や
現
場
の
声
に
最
大
限
に

耳
を
傾
け
紙
面
作
り
を
す
る

―
今
回
『V

ERY

』
編
集
部
を
代
表
し
て

お
話
を
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
澤
辺
さ
ん
は
現
在
、
デ
ス
ク
を
さ

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ま
ず
は

『V
ERY

』
と
は
ど
ん
な
雑
誌
か
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
か
？

「
主
に
30
代
の
女
性
、
マ
マ
を
中
心
に
読

者
を
持
つ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
雑
誌
で
す
。
私
が
今
ま
で
携
わ
っ
て
き

た
雑
誌
は
、『V

ERY

』
で
３
冊
目
に
な

る
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
雑
誌
に
比
べ

て
読
者
の
方
々
と
と
て
も
密
に
関
わ
り
な

が
ら
誌
面
を
作
っ
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま

す
。
普
段
か
ら
読
者
調
査
（
読
者
の
方
々

と
会
い
、
お
話
を
聞
き
交
流
を
図
る
）
を

頻
繁
に
行
い
、
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を

読
み
込
ん
で
、
本
誌
を
買
っ
て
い
た
だ
け

る
読
者
の
方
々
の
〝
今
の
感
覚
〟
を

チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
進
行
し
て
い
く
と
こ

ろ
は
、
こ
れ
ま
で
の
雑
誌
と
は
違
い
ま

す
」

―
読
者
調
査
等
の
結
果
は
、
具
体
的
に
ど

う
や
っ
て
誌
面
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

「
毎
回
、
企
画
会
議
で
は
次
の
号
で
ど
ん

な
内
容
に
し
て
い
く
か
話
し
合
う
の
で
す

が
、
読
者
調
査
か
ら
聞
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
意
見
か
ら
企
画
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
よ

く
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
冬
に
発
売
さ
れ

る
号
の
場
合
、
足
を
出
し
て
い
る
ス
タ
イ

イ
ン
グ
で
は
、
基
本
的
に
タ
イ
ツ
を
着
用

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
過
去
に
読
者
の
方

か
ら
〝
11
月
は
す
で
に
寒
い
か
ら
、
タ
イ

ツ
を
着
用
し
て
い
ま
す
〟
と
い
う
ご
意
見

を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

と
き
に
は
〝
あ
の
人
だ
っ
た
ら
着
る
か

も
〟
と
か
〝
あ
の
人
た
ち
に
刺
さ
る
ペ
ー

ジ
に
し
た
い
〟
っ
て
、
読
者
を
連
想
し
て

企
画
を
考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

私
た
ち
と
同
じ
く
ら
い
動
い
て
く
だ
さ
る

もはや業界内の噂だけにとどまらず、世間的にも「売れている」と認識され、現在も変わらず第一線を走り続けているファッションライフスタイル雑誌『VERY（ヴェリィ）』。 書
店でもすぐ目につく場所に置かれ、印象的なキャッチコピーがカバーを飾っているので、ファッション好きの女性なら誰もが知っているはず。ちょっと開いてみようと持ち上げる
とずっしりと重い。それもそのはず、400ページ越えの情報量は立ち読みするレベルではない。それでもなぜ、こんな分厚い本をたくさんの女性が手に取り、重たい思いをしなが
ら持ち帰り自宅で読みふけっているのか。今回は、限られた時間でのお話でしたが、思わずその理由に納得！誌面作りに対して改めて考えさせられる取材となりました。読み終
わる頃には購読したくなることを覚悟の上でお楽しみください。
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「基盤のある女性は、強く、優しく、美しい」
雑誌『VERY』が 今、30代女性に刺さるワケ

ラ
イ
タ
ー
の
方
々
の
存
在
も
大
き
い
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
、
新

し
い
読
者
を
開
拓
し
た
り
。
ま
た
、
実
際

に
マ
マ
の
方
も
多
い
の
で
、
本
誌
に
登
場

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
。
ど
ん
な
こ
と
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
求

め
ら
れ
る
か
、
彼
女
た
ち
と
一
緒
に
誌
面

を
作
る
こ
と
で
、
私
た
ち
も
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
実
は
本
誌
の

専
属
モ
デ
ル
で
あ
り
、
昨
年
か
ら
カ
バ
ー

を
飾
っ
て
い
る
タ
キ
マ
キ
こ
と
、
滝
沢
眞

規
子
さ
ん
も
ラ
イ
タ
ー
の
方
が
街
角
で
ス

カ
ウ
ト
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
今
こ
う

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
話
は
有
名
で
す
」

〝
リ
ア
ル
〟
で
〝
等
身
大
〟
を

大
事
に
し
な
が
ら
読
者
の
〝
半

歩
先
〟
を
行
く
こ
と

―
で
は
『V

ERY

』
ら
し
さ
と
は
、
ど
ん

な
部
分
で
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

「
普
段
か
ら
編
集
長
に
言
わ
れ
て
い
る
の

は
〝
一
歩
先
だ
と
行
き
過
ぎ
、
読
者
の
半

歩
先
を
目
指
す
〟
と
い
う
言
葉
で
す
。

〝
こ
の
季
節
に
本
当
に
こ
ん
な
格
好
を
す

る
の
か
？
〟、〝
子
供
連
れ
で
ヒ
ー
ル
を
履

く
？
〟
な
ど
、
編
集
部
で
考
え
抜
き
、
読

者
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
読
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
と
っ
て
リ
ア
ル
で
あ
る
か
。
等
身
大
の

お
し
ゃ
れ
で
あ
る
か
を
検
証
し
な
が
ら
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
ト
レ
ン
ド
感
を
取
り

入
れ
た
着
こ
な
し
を
提
案
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
一
見
シ
ン
プ
ル
な

ニ
ッ
ト
だ
け
ど
、
袖
が
ベ
ル
ス
リ
ー
ブ
の

も
の
を
選
ぶ
だ
け
で
、
今
年
っ
ぽ
さ
が
生

ま
れ
た
り
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
ト
ッ
プ
ス
で

も
、
カ
ー
キ
や
ブ
ラ
ウ
ン
を
選
ぶ
こ
と
で

一
目
置
か
れ
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し

て
い
ま
す
」

―
11
月
号
（
10
月
7
日
発
売
号
）
で
は
、

SH
IPS

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
掲

載
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
店
頭
や
プ

レ
ス
ル
ー
ム
に
は
「『V

ERY

』
を
見
ま

し
た
」
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
多
数
あ
っ

て
、
御
誌
の
影
響
力
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

「
そ
れ
は
嬉
し
い
で
す
ね
。
仕
上
が
っ
た

あ
の
ペ
ー
ジ
を
見
た
と
き
に
、
と
て
も
リ

ア
ル
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
例
え
ば
コ
ー

ト
っ
て
、
主
な
出
番
は
冬
限
定
に
な
っ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、SH

IPS

さ
ん
の

ノ
ー
カ
ラ
ー
コ
ー
ト
は
生
地
が
厚
す
ぎ
ず

着
心
地
も
ら
く
ち
ん
。
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
以

上
、
コ
ー
ト
未
満
で
、
ス
ト
ー
ル
な
ど
も

巻
き
や
す
そ
う
で
、
ち
ょ
っ
と
銀
行
へ
行

く
と
き
な
ん
か
に
、
パ
ッ
と
羽
織
れ
る
と

こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
。
ま
た
今
回
は
、
グ

レ
ー
に
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
て
い
ま
す
が
、

グ
レ
ー
っ
て
読
者
が
〝
今
欲
し
い
色
〟
だ

と
思
っ
て
い
て
。
定
番
色
で
す
が
、
ネ
イ

ビ
ー
や
ブ
ラ
ッ
ク
ほ
ど
引
き
締
め
感
が
な

く
、
顔
映
り
も
い
い
。
今
年
は
特
に
白
な

ど
、
明
る
い
色
が
着
た
い
年
だ
と
思
う
の

で
、
そ
う
言
っ
た
読
者
の
気
分
に
マ
ッ
チ

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
あ
と
は
ア
イ
テ

ム
一
つ
ひ
と
つ
の
値
段
で
す
ね
。
読
者
の

方
は
安
け
れ
ば
い
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

適
正
価
格
で
あ
る
こ
と
が
大
事
。
安
く

買
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
賢
く
い
い
物
を

買
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
で
、

そ
こ
に
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
」

よ
り
具
体
的
に
、よ
り
実
用
的
に

見
せ
る
こ
と
で
雑
誌
の
付
加
価

値
を
上
げ
る
こ
と
が
使
命

―
1
企
画
、
1
タ
イ
ト
ル
ご
と
に
説
得
力

が
あ
っ
て
、
本
当
に
勉
強
に
な
る
ペ
ー
ジ

の
理
由
が
わ
か
り
ま
し
た
。
い
つ
も

『V
ERY

』
を
読
ん
で
い
る
と
、
マ
マ
で

も
な
い
の
に
買
い
物
や
お
し
ゃ
れ
が
し
た

く
な
る
衝
動
に
駆
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
も
や

は
り
根
拠
や
裏
付
け
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
も
落
と
し
込

ん
で
み
た
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「『V
ERY

』
は
、〝
こ
れ
がV

ERY

ス

タ
イ
ル
！
〟
と
か
〝
こ
う
あ
る
べ
き
！
〟

と
い
う
ル
ー
ル
は
、
特
に
作
っ
て
い
な
い

ん
で
す
。
と
い
う
の
も
30
代
の
女
性
は
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
千
差
万
別
で
一
人
ひ

と
り
違
い
ま
す
か
ら
、
ら
く
ち
ん
で
お

し
ゃ
れ
と
い
う
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
、
マ
マ

ス
タ
イ
ル
を
扱
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
最
近

で
は
、
マ
マ
で
な
い
読
者
も
増
え
て
い
て
、

と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
実
は
私

自
身
も
『V

ERY

』
の
編
集
部
へ
来
て
、

選
ぶ
モ
ノ
が
変
わ
っ
た
な
と
（
笑
）。
適

正
価
格
の
ア
イ
テ
ム
で
、
こ
ん
な
に
気
軽

に
お
し
ゃ
れ
が
楽
し
め
る
っ
て
最
高
だ

な
っ
て
嬉
し
く
な
っ
て
く
る
ん
で
す
よ

ね
。
仕
事
や
育
児
で
忙
し
い
女
性
た
ち
は
、

普
段
、
限
ら
れ
た
時
間
と
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
で
お
買
い
物
を
し
て
い
る
と
思
う

ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
失
敗
は
出
来
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
雑
誌
で
ど
れ
だ
け
使
え

る
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
か
を
証
明
し
て
あ
げ

な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら

モ
デ
ル
さ
ん
が
着
て
素
敵
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
具
体
的

な
着
回
し
力
や
、
小
物
と
の
合
わ
せ
方
な

ど
を
提
示
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ

が
今
の
雑
誌
の
価
値
だ
と
思
い
ま
す
。
今

はSN
S

が
あ
れ
ば
、
オ
シ
ャ
レ
の
概
要

は
分
か
る
と
思
う
ん
で
す
。
一
方
で
、
雑

誌
に
ど
ん
な
付
加
価
値
を
求
め
る
か
と
言

う
時
に
、
ち
ゃ
ん
と
実
践
的
な
内
容
を
見

せ
て
あ
げ
る
こ
と
は
重
要
だ
と
思
う
ん
で

す
。
実
は
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
来
た
り
す
る
ん
で
す
け
ど
、
そ

れ
っ
て
ず
っ
と
本
誌
を
持
っ
て
い
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

読
者
の
方
が
〝
取
っ
て
お
き
た
い
な
〟
と

思
っ
て
も
ら
え
る
雑
誌
作
り
が
私
た
ち
の

仕
事
で
す
し
、
こ
れ
か
ら
の
雑
誌
と
し
て

の
価
値
だ
と
思
い
ま
す
」

―
次
号
の
発
売
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
！

本
日
は
貴
重
な
お
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ファッション誌、ラグジュアリー誌を経て、現在『VERY』のデスクを務める。ファッション、ジュ
エリー、ビューティページなどをマルチに担当。

澤辺さんの一押しは28ページに渡って展開する巻頭企画「一枚のニットが、冬の私を左右する」
と、50ページ近くを割いて特集する「私たちのクリスマス」ですが、その他にも、ファッションだ
けでなくビューティや読み物企画、連載コラムなど、ボリューム満点の情報が詰め込まれており、
編集部が総力を結集して作り上げた、神企画満載。 是非、書店で立ち読みせず（腕が疲れる
と思うので）お家でじっくり、読んでみてください 。

澤辺麻衣子さん

VERY 12月号

p
hoto

 : K
enichi Yam

ag
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text : W
akako

 M
atsukura
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これから冬本番を迎え、寒くて屋内でゆっくりしたい日もあるはず。そんな日は読書でもしませんか? ということで今回は、
オープン以来たちまち話題になり、その反響は海外にまで広がっている「BOOK AND BED TOKYO」へ伺いました。さ
らにおこもりDAYにおすすめのコーディネートも紹介。寒い冬はお気に入りの服と本で、くつろぎ時間を堪能しましょう。

本とくつろぎ服で過ごす、冬時間。
話題の“泊まれる本屋”で、至福のおこもりタイムを。

2015年11月、池袋にオープンした「BOOK 
AND BED TOKYO」。“泊まれる本屋 ”をコン
セプトにした新感覚なホステルの登場は、開業
前から話題に。誰もが体験したことがあるであ
ろう「本を読んでいたらいつの間にか寝てしまっ
た」という、幸せな寝落ち体験を提供してくれる。
その存在はネットやSNSを通じて国外にまで
広まり、海外からの観光客も多いようで、文化
交流の場にもなっているという。

宿泊は予約制で、もちろん連泊もOK。ベッド
はスタンダードとコンパクトの2タイプがあり、
計30床。平日と金・土・祝前日とでは料金が異
なる。宿泊の際にはシャワールーム、洗面台、
ドライヤーも利用できる。デイタイムの利用も
可能で、予約なしで読書時間を楽しめる。ただ
し、とても人気のため、席数が埋まってしまうと
利用できない場合も。

都会の喧騒を忘れさせる落ち着いた雰囲気の
空間に、和書はもちろん洋書も。さらに雑誌か
ら漫画、写真集、アート本、旅行本など…幅広
いジャンルの本が1700冊並ぶ。センス抜群の
セレクトは、あの「SHIBUYA PUBLISHING & 
BOOKSELLERS」が手掛けていると聞き、思
わず納得。月に一度のペースで更新されている
とのことで、何度足を運んでも飽きることがなさ
そうだ。（※本は販売していません）

宿店内のラウンジスペースには電子レンジやトー
スター、コーヒーメーカーが備わっていて、飲
食物を持ち込んで食事を摂ることもできる。（※
ベッド内での飲食はNG）ほかにもタオルや、パ
ジャマのレンタル（8の付く日限定）も行っている。

大盛況な「BOOK AND BED」、年内には京都
に2号店をオープンさせるとのこと。読書家なら
ずともこの “幸せな寝落ち”を、ぜひ味わってみ
てほしい。料金や時間などの詳細はHPでチェッ
ク! 利用状況はツイッターで随時配信中。

東京都豊島区西池袋1-17-7 ルミエールビル7階
http://bookandbedtokyo.com/
※支払いはクレジットカードと交通系 ICカードのみ

BOOK

BED
AND

TOKYO

COORDINATE

1 ニットキャップとダウンベストであったかコーデ。こんなカ
ジュアルなアイテムには、チェック柄スカートを合わせてスクー
ルガールテイストをミックス。ダウンベスト ¥13,800(+tax)／
DANTON、スウェット ¥11,000(+tax)／Mixta, スカート
¥13,800(+tax)／ liflattie ships, ソックス ¥1,800(+tax)／ lif

lattie ships、ブーツ ¥20,000(+tax)／BOEMOS, ニットキャッ
プ ¥4,500(+tax)／HIGHLAND 2000

2 タートルニットとデニムのベーシックなスタイルには、カシミ
ヤのチェック柄ストールで色を添えて印象的に。タートルニッ
トワンピース ¥15,700(+tax)／ liflattie ships, デニムパンツ
¥52,000(+tax)／ chimala, ストール ¥50,000(+tax)／Glen 

Prince, バレエシューズ ¥18,000(+tax)／ liflattie ships

3 ワイドシルエットのニット&パンツでゆったりリラックス。ポイ
ントに着けたヘアバンドはおしゃれ見えするだけじゃなく、読書の
時に気になる髪を抑えてくれるお役立ちアイテム。ワイドセーター
¥13,000(+tax)／ liflattie ships, ワイドパンツ ¥15,000(+tax)

／ liflattie ships, ソックス ¥1,800(+tax)／ liflattie ships, ヘ
アバンド ¥3,000(+tax)／ liflattie ships

4 ボーダーニット×ガウチョパンツのモノトーンコーデに、ベレー
帽が可愛いアクセント。本が似合うフレンチシックを気取って。ボー
ダーセーター ¥14,000(+tax)／ liflattie ships, ガウチョパンツ
¥13,800(+tax)／ liflattie ships, ソックス ¥1,800(+tax)／ lif

lattie ships, ブーツ ¥20,000(+tax)／BOEMOS, ニットベレー
帽 ¥3,900(+tax)/Benelli Montacone

おこもりDAYにおすすめ

1

4 3 2

3 photo : Hitomi Hozumi
text : Yu Konisho

THINGS
liflattie ships

Book and Clothes
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ちょっぴり寒がりなあの人へ

モノを大切に使うあの人へ

敏感肌に悩んでいるあの人へ

がんばり屋さんのあの人へ

近ごろ料理に凝っているあの人へ

上質な服を着こなしているあの人へ

コーヒーにこだわるあの人へ

ワインに目がないあの人へ

毎日忙しいあの人へ

雑貨が大好きなあの人へ

イタリアン好きのあの人へ

なかなか眠れないあの人へ

4

p
hoto

 : H
ito

m
i H

ozum
i

text : A
tsuko

 M
itsuhashi

T
H

IN
G

S
S

H
IP

S
 D

ays

冬が苦手なあの人に贈るなら、寒さがやわらぐあったかギフト

を。英国王室も愛用した毛織物ブランド「AVOCA」のブラン

ケットと、極寒のポーランドで生まれた羊毛製品ブランド「COLD 

BREAKER」の湯たんぽカバーで、寒い日もあたたかく。見て

いるだけでほっこりする色合いや素材感も◎。ブランケット

¥12,000(+tax)／AVOCA, ボトルカバー ¥4,500(+tax)／

COLD BREAKER

ひとつのモノを大切に使い続けるあの人に贈るなら、素材にこ

だわったギフトを。洗うたびに風合いがよくなるリネンのエプ

ロン、エコバッグやインテリアに使える軽くて伸びのいいネット

バッグ、創業100年を超えるイタリアの生地メーカーのフェル

トスリッパ。どれも使うほどに愛着の湧くアイテムばかり。エプ

ロン ¥4,600(+tax)／ FOG LINEN WORKS, ネットバッグ

¥1,600(+tax)／ FILT, スリッパ ¥5,500(+tax)／Renudo

肌トラブルに悩みがちなあの人に贈るなら、安心して使えるバ

スグッズのギフトを。ニュージーランドの植物性原料だけを使っ

たオーガニックなボディソープは、なめらかな肌に仕上がるしっ

とり感がやみつきに。今治タオルとコラボしたSHIPS Daysの

オリジナルタオルと、北欧ブランドのキュートなボディウォッシュ

を添えて。フェイスタオル ¥1,400(+tax)／ SHIPS Days, ボ

ディソープ ¥4,000(+tax)／ANTIPODES, ボディウォッシュ

¥2,600(+tax)／REDECKER

いつでも全力投球のあの人に贈るなら、心と体を休めてあげる

癒しギフトを。肌触りのいいもこもこルームウェアは、ヒップが

隠れるチュニック丈と袖のラインがポイント。上質なソイワッ

クスとエッセンシャル・フレグランスオイルを使った、ブルックリ

ン生まれのハンドメイドキャンドルで、お部屋が癒しの空間に。

キャンドル 各 ¥2,500(+tax)／GOOD CANDLE, チュニッ

ク ¥10,000(+tax)／ SHIPS Days

料理が趣味のあの人に贈るなら、手料理が引き立つテーブル

ウェアのギフトを。ブルーの星がアメリカンな食器は、おしゃれ

なニューヨーカーやニューヨークの有名レストランから愛され

ている「FISHS EDDY」のマンハッタンブループレートシリーズ。

いつものダイニングがアメリカンダイナーに早変わり。ダイナー

プレート ¥3,800(+tax), サイドプレート ¥2,800(+tax), ボウ

ル ¥2,800(+tax), マグカップ ¥3,500(+tax)／すべてFISHS 

EDDY

ファッションにこだわるあの人に贈るなら、大切な服のお手入

れにぴったりなギフトを。ニューヨーク発の「THE LAUNDRE

SS」は、石油系原料ではなく植物性原料を使った環境に優し

いファブリックケアブランド。ウールやカシミヤ、ランジェリーなど、

デリケート素材にも洗える専用洗剤は重宝間違いなし。デター

ジェント ¥3,200(+tax), デタージェント ¥1,300(+tax), ブラ

シ ¥1,800(+tax), ボトルケース ¥900(+tax)／すべてTHE 

LAUNDRESS

目覚めの一杯を欠かさないあの人に贈るなら、手挽きのコーヒー

を楽しめるギフトを。豆の挽き方を選べる優秀なミルと、リサ

イクルされるウールを使ったエコなフェルトコースターは、イン

テリアにもなる可愛らしいデザイン。人気のノルウェーコーヒー

「FUGLEN」のフルーティなコーヒーで、1日のはじまりをより

爽やかに。コーヒーミル ¥4,500(+tax)／Kalita, コーヒービー

ンズ ¥1,611(+tax)／ FUGLEN, コースター 各 ¥800(+tax)

／ULLCENTRUM

家でワインをたしなむあの人に贈るなら、体にも環境にも優

しいギフトを。シンプルでスタイリッシュなワイングラスは、

鉛を使わないノンリードクリスタルガラスでできたもの。ワ

インのコルク栓を再利用したコースターと一緒に使えば、い

つもより優しい気持ちでワインを楽しめるはず。ワイングラ

ス 各 ¥900(+tax)／ BOHEMIA Cristal, コースター 各

¥380(+tax)／THE TOKYO CORK

朝早くから出かけていく多忙なあの人に贈るなら、身支度が

ちょっぴり楽しくなるギフトを。やわらかな肌触りと丈夫な質感

をあわせ持つ今治タオルは、バスルームに映えるグリーンとシッ

クなグレーをチョイス。チェックとアンカー柄が可愛い歯ブラ

シは、歯科医による設計ならではの抜群の磨きやすさ。バスタ

オル ¥3,600(+tax), フェイスタオル ¥1,400(+tax)／ともに

SHIPS Days, 歯ブラシ 各 ¥500(+tax)／MOYO

お部屋が大好きで雑貨だらけのあの人に贈るなら、飽きずに飾

れるインテリアのギフトを。真鍮のフレームとガラスでできたシ

ンプルなフォトフレームは、ハンドメイドによるブランドこだわり

の一品。お気に入りの写真を入れて、となりにはバンダナ柄の

クマさんを。フォトフレーム ¥10,000(+tax)／ Bedford Do

wning Glass, アクセクッション（大） ¥3,900(+tax) 、（小）

¥2,400(+tax)／ともにBINDU

イタリアンが大好物なあの人に贈るなら、家でもおいしいパス

タが楽しめるギフトを。イタリアのパスタブランドのパスタ＆ソー

スは、そのまま飾っておきたくなるジオメトリックのパッケージ

が魅力。トスカーナ産のデュラム小麦など厳選素材が使われて

いて、家で手軽に本格パスタを味わえるのがうれしい。（SHI

PS Daysではファルファーレ、スパゲッティ、リングイネを展開。）

ファルファーレパスタ ¥1,000(+tax), パスタソース（オリーブ）

¥1,200(+tax), パスタソース（ポルチーニ） ¥1,800(+tax)／

すべてTHE GEOMETRY OF PASTA

眠りの浅いあの人に贈るなら、とびきり上質な眠りを誘うギフ

トを。レトロなドット柄のパジャマは、芸術家やミュージシャン

のリラックススタイルにインスパイアされて生まれたルームウェ

アブランド「SLEEPY JONES」のもの。眠る前には、天然ミネ

ラルたっぷりの塩を使ったバスソルトで体をあたためて。パジャ

マシャツ ¥24,000(+tax), パジャマパンツ ¥18,500(+tax)／

ともにSLEEPY JONES, バスソルト 各 ¥1,800(+tax)／KIL

NER

for LIVING ROOM

for KITCHEN

for BATHROOM

家族やパートナー、友達など、大切な人に贈るクリスマスギフトはもう決まっていま
すか？ SHIPS Daysには、リビング・キッチン・バスルームなどで使えるギフトにぴっ
たりのアイテムがたくさんそろっています。贈る相手の暮らしを想像しながら選ぶギ
フトは、きっとその人の毎日をより豊かにしてくれるはず。今年も心のこもったギフト
で、素敵なクリスマスを過ごしてくださいね。

大切な人の暮らしを彩る、

SHIPS Daysのクリスマスギフト
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「SHIPS MAG」は春夏秋冬、年 4回刊行のオンラインマガジンです。PEOPLE＜いま会いたい話題のひと＞・FAS

HION＜いま着こなしたいファッション＞・THINGS＜いま知りたいカルチャー＞といった最新トレンド情報を独自の
視点で紹介。さらに、毎日のコーディネートに役立つSTYLE BOOK＜気分で選ぶ、着こなしのヒント＞ を加えた充
実の内容。PCはもちろん、スマートフォンでもお楽しみいただけます。

SHIPS ONLINE SHOPは、株式会社シップスが運営する公式オンラインショッピングサイトです。現在、シップ
スが展開するSHIPS、SHIPS for Women、SHIPS JET BLUE、Khaju、liflattie ships、SHIPS KIDS、SHIPS 

Daysの7ショップを展開するオンラインならではのメガショップ！
http://onlineshop.shipsltd.co.jp/http://www.shipsmag.jp

Fur Collection BEST 25!
旬のファーアイテム、一気見せ !

今年はなんといってもファーの当たり年。例年以上にあらゆるアイテムがファー素材でリリースされています。ここではそんな旬顔アイテムを、たっぷり
25点大公開 ! 定番ものから斬新な今年らしいものまで勢ぞろい。一点投入するだけでトレンド感をプラスできるので、お気に入りをぜひここで見つけて。5 photo : Hitomi Hozumi

text : Yu Konisho

FASHION
Khaju

1 ふかふかでボリュームのあるファースヌードは、とても暖かい。ゴージャスにならないようにさらっと取り入れたい。スヌード ¥ 
14,000(+tax)／Khaju 2 ボリューミーなファー使いがぜいたくなベスト。ブラックのベルトデザインがシャープなアクセント。ベスト
¥135,000(+tax)／CARVEN 3 スポーティなイメージのブルゾンも、ファーになれば一気にモードな雰囲気に。ブルゾン¥21,000(+tax)

／KIFFE 4 ファー&フリンジデザインが決め手のポシェット。トレンド感たっぷりのバッグをデイリーに取り入れて。ショルダーバッグ 各
¥6,500(+tax)／CONTROL FREAK 5フラップにファーをあしらったデザインがキュート。ベージュのソフトなカラーも冬らしくマッチ。チェー
ンバッグ ¥5,500(+tax)／Khaju 6 ストラップを外しても使えるコンパクトなウォレットバッグ。ファーを使った異素材デザインがポイント。ウォ
レットバッグ 各¥7,900(+tax)／CONTROL FREAK 7クラシカルなフレンチ女優を気取れそうな、ヴィンテージなムードが漂うノーカラー
コート。コート ¥220,000(+tax)／A.P.C. 8リバーシブル仕様のノーカラーコート。1着で2通りの着こなしが楽しめてお得な気分。リバー
シブルコート各¥20,000(+tax)／Khaju 9 一見無地のシンプルなプルオーバーも、毛足の長いフェイクファーなら新鮮 ! 手触りも抜群。
プルオーバー ¥8,300(+tax)／Khaju 10フェイクムートンに裏地がファーになったフーデッドコートは、可愛さも防寒性も◎。フーデッドコー
ト ¥24,000(+tax)／Khaju 11 今シーズンはこんなポンポンチャームも人気。カラーも豊富なので気分に合わせて色違いで揃えてみても。
キーチャーム 各¥4,500(+tax)／Khaju 12クラッチバッグも今年はファーを選びたい。大きめサイズで持ち手も付いているのでデイリー
に使いやすい。クラッチバッグ 各¥13,800(+tax)／helen moore 13 かかとのファー使いがポイントのフラットシューズは、レースアッ
プデザインもプラスされてトレンド感たっぷり。レースアップシューズ ¥14,800(+tax)／Hermont

14 バレエシューズまでがファー素材で登場 ! フレンチシックな足元にトレンドのスパイスを加えて。フラットシューズ 各¥13,800(+tax)
／ Bisue 15 ころんとしたフォルム×ファーが動物みたいで可愛いバッグ。リュックとしても使える2way仕様。バックパック各
¥7,900(+tax)／Casselini 16 ファーサンダルも今シーズンの大人気アイテム。レザー×ファーの組み合わせがモード感たっぷり。サン
ダル 各¥14,800(+tax)／FABIO RUSCONI 17 大きなファーのポンポンがキュートなニットキャップ。子どもっぽくなりすぎないように、
大人めコーデのハズしアイテムに。ニットキャップ ¥9,800(+tax)／Benelli Montacone 18 存在感のあるファーがラグジュアリーな印象。
チェーンを外してクラッチにもなるのでパーティにも使えそう。2wayバッグ 各¥12,000(+tax)／Khaju 19 レディな着こなしに取り入
れたいファーティペット。暖かさも上品さもこれひとつで叶うアイテム。ティペット各¥3,900(+tax)／Casselini 20リボンデザインに毛
足の長いシャギーニットが可愛い♡くすんだカラーも冬らしくて◎。ヘアバンド 各¥4,600(+tax)／Khaju 21 暖かさもあって衿元のポ
イントにもなるスヌードは、ニット×ファーのコンビデザインが可愛い。スヌード各¥15,700(+tax)／Hat attack 22 長い毛足とボリュー
ム感がアニマルチックな、遊び心あるデザイン。クリアポケットがアクセント。トートバッグ ¥38,000(+tax)／MM6 23 ブラウンのコー
デュロイにファーの耳あてが付いたトレンドデザイン。これ1つで暖かさもおしゃれさもUP! キャップ ¥7,500(+tax)／ infilder design

24 リアルファーのナチュラルなカラー&素材感が魅力のヘアバンド。程よいもこもこ感が、コーディネートに暖かみをプラス。ヘアバンド
¥12,000(+tax)／Hat attack 25 いつものヘアスタイルにプラスするだけで、ぐっとおしゃれな印象がアップするファーカチューシャ。カ
チューシャ ¥10,000(+tax)／ Jeniffer Ouellete
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